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                                                                 理事長  川本 明良 

 令和 2 年度はコロナ感染症の脅威に怯えながらの 1 年となりました。コロナ感染症の終息が見通せない

まま新年度がスタートしました。札幌圏では新規感染者数が多く、人口比による感染者が多い状態が続いて

います。いつ法人内施設・事業所で感染者やクラスターが発生してもおかしくない状態です。当面、福祉事

業者は感染予防に神経質にならざるを得ません。ワクチン接種や人流抑制の効果に期待したいところです。 

 マスコミであまり取り上げられないのですが、コロナウイルスの感染拡大に 

伴い、欧米でアジア人が暴漢に襲われるという事件が多発していることに、目 

を向ける必要があると思います。日本人ジャズピアニストの海野雅威氏が昨年、 

ニューヨークで複数の暴漢に襲われ大怪我を負い、ピアニスト復帰の為にリハ 

ビリを始めているという報道がありました。厳しくストレスに満ちた環境の中 

で、不満の矛先が罪のない無抵抗の人や弱い立場の人に向けられることは、世 

の中でよくあることかも知れません。コロナ感染という状況が分断を生じさせ 

ているのでしょうか。海野氏はその際「お金を渡せば済むという話ではなく、 

ただストレス発散で私を殴っているように感じた」そうです。海野氏のこの感 

想を聞き、映画「ハンナ・アーレント」を思い出しました。ハンナ・アーレン 

ト(*1)は「世界最大の悪はごく平凡な人間が行う悪、そんな人には動機もなく、信念も邪心も悪魔的な意図

もない」としたそうです。海野氏を襲ったのは黒人の若者達だったそう、コロナ禍のストレスから若者達が

特に目的もなく「アジア人」を暴力の対象とすることは、とても残念なことです。 

コロナ感染の影響について、オリンピック・パラリンピック開催の可否や、経済

へのダメージなどが話題になることが多いようですが、「自粛」や「ステイホーム」

により外出を控えることが求められ、孤立する人が増えているそうです。内閣官房

に「孤独・孤独対策担当室」が設置されたことも影響しているのでしょう。身近で

具体的な問題としてマスコミで「孤独」について取り上げられることが増えていま

す。先日、NHKで放送された落合陽一氏の番組テーマは「孤独論」でした。この番組

にホームレス支援に取り組む NPO 法人放僕(ほうぼく)の理事長奥田知志氏が出演

し、孤立する人に関連して「自己責任とするのではなく周囲のお節介が必要・周り

の人の決断が必要」としたうえで「自助→公助の順番が社会を分断してしまう」と

の意見を述べておられました。コロナ禍でこれまで以上にお節介をする為の「つな 

がり」をつくる努力が社会に求められているようです。奥田氏のお話は実践者らしく、とても説得力のある

ご発言だと感じました。これまでわらしべ会はこの「つながり」を目指して地域食堂やイベントに取り組ん

できましたが、残念ながら奥田氏のお話とは逆に、コロナ感染の対応として「感染予防」を最優先として、

すべてを休止しています。しかし「地域共生社会の実現」という社会の課題について”無理せず目の前ので

きること”と考えるとすると、今こそできることが広がるようにも感じます。  

（*1 ナチス時代に亡命したユダヤ系ドイツ人哲学者／映画「ハンナ・アーレント」は話題作） 
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発行元：社会福祉法人わらしべ会(北海道) 

連絡先；〒065-0043 
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    ℡ 011-776-7981［法人本部］ 

わらしべと共に歩む会様から頂戴したソメイヨシノが、この春、開花しました。 

昨年、9月に松本秀作会長様、わらしべ会（大阪）理事長辻和也様に御来所

いただき、「わらしべとともに歩む会記念植樹」を行いました。北海道の長い

冬を耐え、無事に開花してくれました。利用者の皆さん、職員ともに「桜が咲

いた」と喜びいっぱいでした。まだ小さな木ですから、花の数は少ないのです

が、来年、再来年と、徐々に立派に育ってくれると期待しています。来年、さ

らに花が増えることが、今からとても楽しみです。やがて事業所の庭にある桜

に負けない、立派な大木に育てたいと話しています。 

                                      

 

 

令和 3 年度もコロナ禍のスタート 

（浦河わらしべ園での健康祈願祭) 

（苗穂事業所利用者様とソメイヨシノ）

に）ノ) 
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大滝だより 

お散歩＆桜の木 

今後の予定 

 
6 月：外出（三階滝公園で散策）、健康診断 7月：流しそうめん 8月：花火大会 

コロナ禍でもご利用者様に楽しんで生活して頂けるよう、人と接触する可能性の低い場所への外出、

大滝わらしべ園周辺での散歩、調理実習などの活動をすることを検討しています。 

〒052-0313 

伊達市大滝区大成町１０ 

℡ 0142-68-6344 

FAX 0142-68-6345 

Mail waras@ootaki.tv 

氏 名：牧口
まきぐち

 健
けん

 

出身地：札幌市 

趣 味：カラオケ、 

鉄道  

5年目 生活支援員 

大滝わらしべ園 

(良い天気に素敵な笑顔) 

職 員 紹 介 
今はコロナの影響で、ご利用者様と遠くへ外出することは

できません。屋外で周辺を散歩したり、屋内で創作や運動

をしたりしています。私は主に利用者様と運動を行ってい

ます。利用者様が一生懸命に腹筋や体操を行い、目標回数

をこなせた時に、利用者様と一緒に、私も達成感を感じて

います。コロナが落ち着いたら、利用者様と外出も楽しみ

たいと思います。プライベートでは 1人でカラオケをして

います。いつかはテレビに出て皆さんを驚かせたいです。 

（暖かい日差しに笑顔溢れる) 

5 月になり大滝でも暖かい日が増えてきま

した。ご利用者様もお天気が良い日には外に行

きたいようです。とてもそわそわしています。 

 そんな中、5 月 14 日に、近くの桜の木を見

にお散歩へ行きました。皆様、とても気持ちが

いい様子、桜の木までの道のりをにこにこ笑顔

で歩かれていました。桜の木が見えてきたとこ

ろで職員が「桜ですよ、満開ですね。」と声を

掛けると、顔を上げてニッコリと桜の花を見て

いました。桜の木の下に着き、職員がカメラを

向けると満面の笑みを見せてくれました。 

その後はノルディックウォーキングのコー

スを歩いたり、長流川を見に行きました。ノル

ディックウォーキングの道はウッドチップが

敷き詰められたデコボコ道です。車椅子の利用

者様は車椅子が揺れるのが面白かったのか声

を出して笑っていました。他の利用者様も放牧

されていた馬を見つけ「うま！」と駆け寄った

り、道端に生えているたんぽぽや芝桜を嬉しそ

うな表情を浮かべながら摘んだり、と皆様それ

ぞれ大滝の春を満喫し、お散歩を楽しんでいた

だけたようでした。 

 

 

 

この人紹介／阿部
あ べ

健太郎
けんたろう

さん 

 
7 月 6 日生まれのかに座です。好きなことはドリフの DVD を観るこ

と。大滝わらしべ園で飼っている猫を可愛がっています。よく一緒に

遊んでいます。職員が出勤すると玄関のドアを開けて出迎えてくれる

優しい方です。 
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浦河だより 

健康祈願祭＆花見会 3 月は健康祈願祭にて思い出スライドショ

ーを上映しています。「こんなことあったね

ぇ」や、「今年もまたできるかな？」など職員

と一緒に思い出話に花を咲かせていました。

その後 1年間の利用者様並びに職員の健康と

西舎自治区の安寧を願い園久寺の古田住職

に御祈祷いただきました。住職から 1 か所 1

か所健康へのお祓いを受け、祈祷後は祝いの

品としてお饅頭を皆様へ配布しおいしそう

に召し上がっていました。 

4 月は花見会を開催しました。園の敷地の

桜も開催日に満開でよいお花見日和でした。 

しかし風はまだ少し寒いため食事時間は園

内で職員が作った食事を召し上がりました。 

今年は桜も例年より少し早く咲き、花見会の

当日は晴天に恵まれました。職員が外で準備

しているところを見に行く利用者様もおり

準備の段階から楽しまれていました。お稲荷

さんや焼き鳥、焼きそばではソース味とシー

フードといったそれぞれの好みに合わせて

います。デザートには浦河産のイチゴを使っ

たフルーツポンチを作っています。皆様で美

味しく召し上がりました。 

 

 

5 月はコロナ感染症に気を付けながらドラ

イブを行いました。桜で満開の優駿桜ロード

等をドライブし、百年桜や駒遊ぶ牧場めぐり

など浦河の春を皆様で満喫しました。久々の

園敷地外への外出に大興奮されていました。 

ワクチンの接種を行いました。まずは 65歳

以上の利用者様を中心に浦河赤十字病院の

医師及び看護師が来園され、ワクチン接種を

行っていただきました。皆様注射の痛みに負

けず、ワクチンの接種を受けられています。 

・6月に中庭にて BBQを行います。食事メニューを決める等皆様で美味しく食べられるものを思考中です。 

・7 月は例年であればわらしべ祭ですが、現状を考え去年と同じように夏の特別レクリエーションを開催

予定です。去年以上に楽しめるレクリエーションを考えています。また、去年好評だったものまねショ

ーにて今年も何ン田研二さんを招いて開催いたします。 

・8 月は大きな夏のお祭りがなくなっています。代わりにレクリエーション担当が中心となり、園内で行

える色々な夏らしい取り組みを実施予定です。 

・9 月にはミニわらしべ祭として従来より規模を収縮して開催いたします。内容等はこれからですが、笑

えるお祭りを行えるように協議中となっています。 

（今年も健康に過ごされるよう御祈禱中） 

 

(おいしくできるかな～) 

 

今後の予定 

６ 月 に 中 庭 に て

BBQ を行います。現

在食事メニューを決

めるなど皆さんで美

味しく食べられるも

のを思考中です。 

〒057-0171 

浦河郡浦河町西舎 124-1 

℡ 0146-28-1801 

FAX 0146-28-1991 

Mail urakawa-warashibe@deluxe.ocn.ne.jp 

(桜の木の下ではい、チーズ    ) 

 

(ワクチン接種でコロナに負けず) 

浦河わらしべ園 

ドライブ＆ワクチン接種 

(みんなでいただきます！) 
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苗穂事業所では、絵画、工作、俳句、写真、塗り絵など、

毎日、様々な内容を行っています。皆様の個性が生かされ

る活動の一つとして「塗り絵」があります。まず季節に合っ

た絵を題材に描いていただき、そこから色を塗っていただ

きます。色の塗り方や色の使い方でも人それぞれの個性が

覗えます。活動の中から季節を感じていただき、そこから

みんなで話題が広がり、楽しくお話しすることになります。

完成した作品を皆様で毎回評価しあい、作成したご本人に

は「工夫したところ」、「大変だったところ」など作成にあた

っての感想を述べていただきます。作品の振り返りは、苗

穂事業所のとても大切な活動です。 

また、利用者様のお誕生日には誕生日会を行います。誕生

日の方へささやかなプレゼントとして「手作りバースデー

カード」をお渡ししています。普段一緒に活動している仲

間への感謝の気持ちやお祝いの言葉をメッセージカードに

込めて作成します。このカードには、メッセージのほかに

装飾も加えて作成しています。「折り紙」でその季節に合っ

た作品を作りそのままカードとしてメッセージを添えるこ

ともあります。「折り紙」は図形や手先を使うため利用者様

も真剣な表情で取り組んでいます。難しい部分は職員にア

ドバイスをもらいながら一緒に作ったり、折り紙が得意な

利用者様が、困っている方に教えてあげたりと、みんなで

協力して作品を完成させます。言葉で人に説明することの

難しさや、困っている方を助けることも苗穂事業所の活動

で大切にしていることの一つです。 

誕生会では、もちろん誕生日の方が主役です。お祝いを兼

ねて好きなレクリエーションを選んでいただいき、活動を

行います。「トランプ」、「かるた」、「手作りボーリング」、「オ

セロ」など普段行っている課題とは別にリラックスした気

持ちで楽しい時間を過ごしていただきます。お誕生会の最

後には、みんなからのバースデーソングとバースデーカー

ドの贈呈、記念撮影を行います。主役の方も嬉しそうな表

情でカードを受け取られ、周りの皆さんから「おめでと

う！」、「よかったね！」とお祝いの言葉が飛び交い、とても

和やかな雰囲気の苗穂事業所の誕生日会となります。 
(最後は記念撮影！) 

職 員 紹 介 

氏 名：高野
たかの

 達郎
たつろう

 

出身地：白糠町 

趣 味：ドライブ、 

日本酒飲み比べ 

1 年目 生活支援員 

今年度より入職しました高野達郎です。このたび別の社会

福祉法人からきました。福祉の仕事そのものは 8年目にな

りますが、介護は初めてとなります。これまで学び、支援

を行ってきた領域とは異なっていますが、皆様が安心し、

日々の生活が楽しく過ごせるよう努めていきます。また利

用者様に寄り添った支援を考えていくために前職の経験で

活かせるところやわらしべ会での理念や取り組みを学び、

それらをもとに皆様の生活がより実りあるものとなるよう

励みます。よろしくお願い致します。 

苗穂事業所 

〒065-0043 

札幌市東区苗穂町 3 丁目 2-35 

℡ 011-776-7981 

FAX 011-776-7982 

Mail naebojimu@hotmail.com 

 

(メッセージを添えて) 

(ステキな色使いで) 

(折り紙を折って) 

(手作りバースデーカードの贈呈) 

創作活動＆誕生日会 
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新年会＆節分 

あらかるあーと＆園芸 

 

東区事業所 

〒065-0042 

札幌市東区本町 2 条 6丁目 4-1 

℡ 011-783-0606(１階) 

 011-790-8130(２階) 

FAX 011-790-6572(１・2 階共通) 

Mail sawarasibe@cyber.ocn.ne.jp(１階)  

   Whshuurou01@yahoo.co.jp(２階) 

厚別事業所             

〒004-0062             

札幌市厚別区厚別西 2条 2 丁目 1-23  

℡ 011-376-0106          

FAX 011-376-0140                   

Mail sawarasibe@cotton.ocn.ne.jp   

 

新型コロナウイルスの感染予防対策で外出や行事の自粛を余

儀なくされて一年が過ぎました。これまで冬季期間は事業所内

での活動を中心としてきた厚別事業所では、日頃の成果の発表

の場として第 21 回札幌市知的障がい福祉協会アート展「あら

かるあーと」に利用者様の作品を展示させていただくことにな

りました。残念ながら展示期間中にみんなで鑑賞へ行くことは

できませんでしたが、写真に収めたものを見て、次の作品作り

に意欲を燃やしているところです。 

そして雪解けが進み、室内中心の活動から屋外で園芸の活動

ができる季節となりました。昨年はジャガイモを中心に育てま

したが今年はペチュニア・ひまわりなどの花づくり、また苺・

トマト・枝豆・茄子・キュウリ・かぼちゃ・とうきびと豊富な

野菜作りに挑戦しています。しかしミミズを見かけると一目散

に逃げだし畝を崩したり、咲きかけたチューリップを踏んづけ

たまま作業をしてしまうなど、毎日、ハプニングの連続です。

みんなで力を合わせて秋の豊作に向けてチャレンジです。 

今後の 

予定 

 

5月 花見ドライブ 6月 テイクアウト食事会 

7月 運動会    8月 夏まつり 

 

 東区事業所では季節を感じる行事を実施しました。1月に

は新年会を開催しました。昼食にはオードブルを味わい、お

みくじや福笑い等を楽しみました。新たな年がよりよい 1年

であるよう想いを込めて新年会を楽しまれています。2月に

は、健康祈願の節分行事を実施しました。今年は特にコロナ

渦を意識し、一段と力のこもった豆まきとなりました。又、

新規の利用者様を数名迎え入れることもできました。事業

所がますます賑やかになり、これまで以上に活気づいてお

ります。新年度もますます充実した日中活動が提供できる

ように職員一同努力していきます。 (福笑い上手にできるかな) 

(丁寧に土を入れて) 

(イマジネーションを膨らませて) 

(あらかるあーと) (素敵な作品作成中) 

(元気に育ちますように！) (真剣に苗植え) 

(オニは外！) 

(今年の抱負を一筆に) 

（
で
き
た
書
初
め
） 

 

mailto:sawarasibe@cyber.ocn.ne.jp
mailto:Whshuurou01@yahoo.co.jp
mailto:sawarasibe@cotton.ocn.ne.jp
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自慢の浴室は二つです。一つは一般浴、もう一つは椅子に座ったまま浴槽に入ることができる簡易リ

フト付きです。どちらもリラックスして入浴を楽しんでいただけます。女性の居室は 2 階です。車いす

の方の利用を想定して、エレベータを設置しました。エレベータがあることが嬉しい方もいます。2階に

もトイレや洗面所が設置し、今後フロアーを分けて生活することも考えたつくりとなっています。 

 

～かぼちゃプリン作り～ 
大滝わらしべ園では 5月 22日に、今年度最初のお

菓子作りとして「かぼちゃプリン」を作りました。 

 利用者様は職員が準備している段階から調理の机

の周りに集まっていました。机の上の調理器具に興

味津々の様子でした。作り方の説明が始まるとみな

さん、真剣な顔で説明を聞いていました。調理は役

割分担をし、利用者様一人一人が出来ることに取り

組んで頂きました。袋に入れた蒸しかぼちゃを指先

でつぶして感触を楽しんだり、ミキサーのボタンを

押して音がするのが面白かったのか？何度もボタン

を押して笑ったり、それぞれの役割を楽しんでいま

した。最後にプリン液をプリンカップに流し込む際

にはこぼさないよう、皆様真剣な顔つきで取り組ん

でいました。後はプリンが固まるまで冷やして完成

ですが、その日のおやつの時間には間に合わず、次

の日のお楽しみとなりました。 

 

 

 

  

 

 

 

次の日、みんなで生クリームを泡立て、プリンの上

にのせて食べることにしました。腕が疲れたら他利

用者様と交代しながら職員と一緒に泡立てました。

絞り袋に入れ、利用者様自身でそれぞれプリンの上

に絞っていただきました。うまく絞れると嬉しそう

に拍手する方もいました。出来上がったプリンはお

やつの時間に食べました。プリンはかぼちゃの風味

が濃厚で、美味しく出来上がりました。みんなあっ

という間に召し上がってしまいました。 

ク ロ ー ズ ア ッ プ こ の 活 動 
 

東苗穂ホーム開設 

通信 

       シェアハウス         
コロナ渦の中、感染に気を付けながら、よ

りよい日常生活支援の提供に努めてきま

した。これまでは「社会参加」を目的に外

出などを行っていましたが、「おうち時間」

を楽しむことに切り替えています。その中

でも、毎日の食事は健康維持や楽しみとい

った生活の中でも重要な要素の一つと考

え、皆さんの嗜好に合わせた献立を考えま

した。寒い日には生姜を活用したおかず

や、鍋物など身体を温めるものを提供しま

した。時にはテイクアウトも取り入れて、

いつもとはちがうおいしい食事に笑顔が

こぼれていました。おかげさまで誰も風邪

をひくことなく健康にひと冬を過ごすこ

とができました。 

（かぼちゃを潰して） （ボウルに移して） 

（いただきます！） （生クリームを絞って） （液をカップに入れて） 

（ゼラチンをかき混ぜて） この春から札幌わらしべ園グループホーム

「東苗穂ホーム」を開設しました。主に大滝わ

らしべ園からの地域生活移行者の受け入れを目

的として設置しました。現在は男性 4名(男性定

員 4名)、女性 3名(女性定員 6名)の利用者様が

入居しています。1 階は男性の利用者様の居室

です。それぞれが生活しやすいように、居室内

を各自がアレンジしています。居室でテレビや

DVD を見たり、本を読んで過ごしたりと、個々の

趣味に合わせた生活を、過ごしています。 

車椅子で移動する方が、安心して移動できる

よう玄関にはスロープがついています。トイレ

は 2 か所です。一つのトイレは車椅子の利用者

様が利用しやすいように工夫されています。通

常のトイレより広い空間となっています。手す

りが付いていることで、ご自身の力をうまく使

ってトイレへの移乗ができる方もいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

少し進むとリビングになっています。自室で

過ごされない方はこちらで過ごされることが多

いです。テレビを見て談笑したり、職員と創作

活動に取り組まれたりとホーム内の中心的な場

（東苗穂ホーム正面） （広々としています） （リビングで楽しく過ごされています） （エレベータです） （リフトが付いています） 
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令和 2 年度 社会福祉法人わらしべ会 事業報告 

１）全体総括 

（はじめに）  

全国的な「新型コロナウイルス感染拡大」という厳しい状況により法人の事業計画を大きく見直すこととなりまし

た。前年度（令和元年度）はセミナー開催、研修会実施、地域の公益的活動ほか、年間を通して多くの事業を実施して

きたことを振り返ると、令和 2 年度にわらしべ会が置かれた状況が如何に特別なものであったかを理解することができ

ます。令和 2 年度は、このような厳しい環境や社会情勢の中、理事会および評議員会は対面での開催を避け、Web 会議

や書面を利用した「決議の省略」として実施しました。 

（社会福祉法人を取り巻く環境） 

コロナ感染禍とはいえ私たち社会福祉法人が取り組むべき課題は山積されたままです。少子高齢化や人口減少に目を

向け、障がいサービス事業者が具体的な対応として事業内容を拡大し、高齢者サービス事業や生活困窮者支援事業など

に取り組むことなどが必要な時代となりました。一方で 15 歳から 65 歳までの生産年齢人口の減少が続く中、福祉関連

の職員確保が困難な問題や福祉関連の離職率が高い問題など 

続した課題となっています。平成 29 年度以降、社会福祉法人は定款に「地域の公益的活動」を明記することが義務

化されました。多くの法人が自ら取り組む福祉事業と並行して地域の実情に合わせた社会貢献を目的とした取り組みを

はじめました。コロナ感染の影響でこれらの活動も大きな影響を受けることになりました。多くの法人が感染予防の目

的から活動を休止しています。社会福祉法人基礎構造改革以降、運営・経営の透明化や経営基盤の強化が求められるよ

うになってきました。これに関連した新しい業務が増加しそれまで以上に事務作業の増加、煩雑化に対応することにな

りました。法人の事務機能や管理体制の強化が必要になっています。またコロナ禍という特別な状況の中で社会福祉法

人の危機管理」や「労務管理」が弱いという問題を指摘する意見もあります。これらを踏まえて、経営基盤の強い医療

法人や大規模社会福祉法人との「合併」や「統合」を検討する例が話題になることも多くなりました。改めて社会福祉

法人改革の意味を再検討し自らの使命や役割を検討することが求められています。 

（令和 2 年度の特徴的課題/コロナ感染禍の障がい利用者自立支援） 

障がい者の重度化・高齢化が顕著になっています。また重複障がいのある方の割合も多く、これらの状況から、福祉

的支援の目標を「社会復帰」と設定することが難しい方が増加しています。施設・事業所での障がい利用者支援は従来

の機能や ADL の視点を重視し、安心安全な介護を実施しながら広い意味で、障がいのある人の「その人らしい暮ら

し」を支援する「自立支援」の視点を大切にすることが求められるようになってきました。しかし残念なことに各施

設・事業所ともに「コロナ感染禍」という特別な状況の中で感染予防を優先させるため、行事や外出の中止や縮小な

ど、利用者支援に一定の制限を加えざるを得ないことになりました。社会参加や地域交流などの制限は、本来の私たち

の役割といえる利用者のエンパワメント向上など、これまで目標とした利用者支援との矛盾を生むことになりました。

このように利用者支援や自立支援について、振り返り考えることの多い 1 年となりました。さらに、このコロナ感染症

拡大は、収束の目処がたたない状況が続いており、コロナ感染禍での利用者支援に取り組む厳しい状況が次年度（令和

3 年度）も想定されます。 

（権利擁護・虐待防止） 

    障がいのある人の権利擁護の取り組みがさらに広がり始めています。これらと関連して障がいのある人自身の意思が

生活に反映されること、自分自身で人生を決定する為の支援に取り組むことが私たちの課題となってきました。しかし

ここでもコロナ禍の影響が大きく、利用者の安全を保障することを目的として、コロナ感染対策としての社会参加の制

限、行事や外出、面会の制限が多くの施設・事業所で行われました。これらの対応について利用者自身はもちろん、事

業者や職員にとっても大きなストレスを持ち続けた 1 年となりました。令和 2 年度に取りまとめられた令和元年度（前

年度の集計）の障がい者虐待に関する調査では福祉施設従業者による虐待件数（断定された件数）は 547 件との公的報

告があります。これらの中には報道で取り上げられたものも含まれます。障がい者虐待防止関連の取り組みは社会福祉

法人が積極的に取り組むべき課題です。障がい者虐待についての取り組みが事業者に義務化されることをひかえ、義務

化に向けて、規程の整備や研修等により虐待が生じない職場の風土づくりなどの課題に取り組むことになりました。

全社協が取りまとめ Web で開催された「虐待防止リーダー養成研修」ではコロナ禍の利用者支援の問題点や課題を提

起する令和 2 年度に特徴的な発表もありました。わらしべ会法人職員の研修委員としての参加のほか多数の法人職員の

参加があり、今後に向けて有意義な学習の場となりました。また関連団体が取りまとめる虐待防止に関連した冊子の編

集委員としてわらしべ会法人職員が参加しました。 

（わらしべ会 法人運営） 

令和 2 年 6 月評議員会で新理事 1 名の選任が行われました。就任理事を含めて 6 名の理事、2 名の監事、6 名の評議

員の体制で法人運営にあたりました。年間を通じて理事会および評議員会は文書による審議（決議の省略）が中心とな
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りました。法人内の特別委員会で審議検討してきた大滝わらしべ園の運営について、利用者の希望を勘案したうえで、

札幌への移動や他施設への移動など、施設の小型化をすすめました。札幌では大滝利用者の移動先として、次年度開設

のグループホーム設置準備に取り組みました。また施設の今後のあり方について、所管官庁である胆振振興局との協議

の結果、大滝わらしべ園のグループホーム化は設置基準等により困難であることから、さらに時間を設けた上で、施設

運営について再検討することとしました。大滝職員確保の為、ミャンマー人職員採用契約をしましたが、コロナ感染の

拡大やミャンマーの政情不安定により年度内招聘は実現しませんでした。 

会計経理について、会計専門家による定期的な指導により会計・経理業務の適正処理を目指しました。また透明性の

確保を目的にホームページ等を活用した法人の情報提供、独立行政法人福祉医療機構による財務諸表等電子開示システ

ムを活用した情報公開に取り組みました。 

令和 2 年度には、法人職員のキャリアの指針となり、また職員の処遇改善を目的とした「わらしべ会キャリアパス」

を設定しました。このことで各施設・事業所の処遇改善加算の増額が実現しました。この加算のすべてを職員に配分す

ることで、職員処遇の大幅な向上に努めました。産後復帰職員や子育て職員の増加しており、次年度以降、多様な働き

方実現のため、さらにキャリアパス改定に取り組むことが、次年度の課題となりました。 

２）法人内活動総括 

①コンダウティブ教育／ペトゥ法 

   ・「高次脳機能障害利用者」支援を継続した。「パーキンソン課題」は中止とた。 

  ②大滝わらしべ園の活用について検討 

   ・理事会審議を経て、さらに検討期間を設けて施設運営を再検討することとした。 

③法人事務機能札幌集約化 

  ・法人運営・会計経理・庶務機能の本部集中化を進め、法人事務の一括管理体制促進を継続した。 

④施設・事業所の利用者の支援内容の明確化と個別支援計画の充実 

   ・コロナ感染対策の為、具体的支援内容の見直しをおこなった。 

⑤各地域の地域づくり参加 

・令和 2 年度の地域公益的活動や交流行事等は、各拠点共に中止や縮小した。 

   ⑥農業活動の発展 

・かぼちゃの栽培に取り組だが、収穫品の販売は中止した。 

   ⑦職員養成 

   ・密を避ける目的から、対面研修を縮小し Web研修等、新しい研修スタイルの活用をすすめた。 

  ⑧職員確保 

   ・ネット媒体や紹介業者、求人広告等を活用した職員確保の努力を続けました。 

  ⑧コロナ感染関連 

   ・コロナ感染対策に努め、非常備品の備蓄に努めました。法人内の感染者は発生しませんでした。 

   ・感染症特殊勤務手当支給に関する規程を定め、年度末に職員に慰労目的の手当を支給しました。 

  ⑨その他 

   ・キャリアパスを設定し、法人職員のキャリアステージの明確化に取り組みました。 

     ・処遇改善加算の職員への配分支給により、大幅な処遇改善に取り組みました。 

３）理 事 会（4 回開催） 5 月 25 日・9 月 25 日・12 月 25 日・3 月 13 日 

 

４）評議員会（2 回開催）6 月 15 日・3 月 30 日 

 

５）監事監査（4 回開催）5 月 22 日・10 月 7 日・12 月 17 日・3 月 2 日 
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わらしべ会令和 2 年度社会福祉充実残額の説明 

・社会福祉充実残額＝①活用可能な財産―（②社会福祉法に基づく事業

に活用している不動産等＋③再取得に必要な財産＋④必要な運転資金） 

・令和２年度決算に基づく法人の社会福祉充実残額は、▲183,351,173

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

わ ら し べ 会 だ よ り ／ 会 計 報 告 

予　　算 決　　算 差　　異 備　　考
  障害福祉サービス等事業収入 521,870,000 515,455,493 6,414,507
  その他の事業収入 6,191,000 6,217,505 -26,505
  経常経費寄附金収入 510,000 415,000 95,000
  その他の収入 3,005,000 3,906,095 -901,095
　事業活動収入計(1) 531,576,000 525,994,093 5,581,907
  人件費支出 297,710,000 296,930,944 779,056
  事業費支出 116,937,000 112,113,257 4,823,743
  事務費支出 94,665,000 89,162,762 5,502,238
  その他の支出 -1,740 1,740
　事業活動支出計(2) 509,312,000 498,205,223 11,106,777

22,264,000 27,788,870 -5,524,870
  施設整備等補助金収入 2,560,000 2,560,000
  固定資産売却収入 44,500,000 44,519,890 -19,890
　施設整備等収入計(4) 47,060,000 47,079,890 -19,890
  固定資産取得支出 21,550,000 20,341,500 1,208,500
  ファイナンス・リース債務の返済支出 2,600,000 2,532,744 67,256
　施設整備等支出計(5) 24,150,000 22,874,244 1,275,756

22,910,000 24,205,646 -1,295,646
  積立資産取崩収入 18,000,000 24,611,765 -6,611,765
　その他の活動収入計(7) 18,000,000 24,611,765 -6,611,765
  積立資産支出 7,380,000 6,696,220 683,780
　その他の活動支出計(8) 7,380,000 6,696,220 683,780

10,620,000 17,915,545 -7,295,545

8,085,000
59,359,000

67,444,000

-11,650,000 69,910,061 -81,560,061

11,650,000 460,716,245 -449,066,245
530,626,306 -530,626,306

　予備費支出(10)

　当期資金収支差額合計(11)=(3)+(6)+(9)-(10)

　前期末支払資金残高(12)
　当期末支払資金残高(11)+(12）

　

施

設

整

備

等

に

よ

る

収

支

　

収

　

入

　

支

　

出

　施設整備等資金収支差額(6)=(4)-(5)
　

そ

の

他

の

活

動

に

よ

る

収

支

　

収

　

入

　

支

　

出

　その他の活動資金収支差額(9)=(7)-(8)

勘定科目

　
事
業
活
動
に
よ
る
収
支

　
収
　
入

　
支
　
出

　事業活動資金収支差額(3)=(1)-(2)

第１号第１様式

自 令和 2年 4月 1日　至 令和 3年 3月31日

法人単位資金収支計算書

社会福祉法人　わらしべ会 
(単位：円)

当年度末 前年度末 増　　減 当年度末 前年度末 増　　減
【流動資産】 560,290,737 530,243,159 30,047,578 【流動負債】 38,347,175 76,226,914 -37,879,739
  現金預金 465,698,835 404,527,192 61,171,643   事業未払金 29,664,431 68,832,514 -39,168,083
  事業未収金 94,591,902 125,021,567 -30,429,665   その他の未払金 694,400 -694,400
  未 収 金 694,400 -694,400   1年以内返済予定設備資金借入金

  未収補助金   1年以内返済予定リース債務 2,532,744 2,532,744
  未収収益   未払費用
  貯 蔵 品   預 り 金
  立 替 金   職員預り金
  前 払 金   仮 受 金
  前払費用   賞与引当金 6,150,000 6,700,000 -550,000
  仮 払 金   その他の流動負債

  その他の流動資産

  徴収不能引当金

【固定資産】 1,066,441,302 1,154,921,067 -88,479,765 【固定負債】 53,068,159 60,049,192 -6,981,033
 （基本財産） 471,078,496 502,343,746 -31,265,250   設備資金借入金

  土　　地 24,490,422 24,490,422   リース債務 8,479,864 13,545,352 -5,065,488
  建　　物 446,588,074 477,853,324 -31,265,250   退職給付引当金 44,588,295 46,503,840 -1,915,545
 （その他固定資産） 595,362,806 652,577,321 -57,214,515   その他の固定負債

  土　　地 143,112,497 184,958,848 -41,846,351 負債の部合計 91,415,334 136,276,106 -44,860,772
  建　　物 266,139,868 274,973,356 -8,833,488
  構 築 物 227,274 232,874 -5,600 【基 本 金】 773,230,057 773,230,057
  機械及び装置 17,565,088 7,557,037 10,008,051 【国庫補助金等特別積立金】 54,726,482 52,503,245 2,223,237
  車輌運搬具 7,473,983 5,996,771 1,477,212 【その他の積立金】 97,921,451 113,921,451 -16,000,000
  器具及び備品 7,630,984 5,200,147 2,430,837   人件費積立金 59,000,000 63,000,000 -4,000,000
  有形リース資産 10,703,366 13,232,997 -2,529,631   修繕積立金 31,921,451 43,921,451 -12,000,000
  ソフトウェア   備品等購入積立金 7,000,000 7,000,000
  退職給付引当資産 44,588,295 46,503,840 -1,915,545   移行時特別積立金

  人件費積立資産 59,000,000 63,000,000 -4,000,000 　その他の積立金

  修繕費積立資産 31,921,451 43,921,451 -12,000,000 【次期繰越活動増減差額】 609,438,715 609,233,367 205,348
  備品等購入積立資産 7,000,000 7,000,000 　（うち当期活動増減差額） -15,794,652 13,564,118 -29,358,770
  移行時特別積立資産

  その他の積立資産

  差入保証金
  その他の固定資産

純資産の部合計 1,535,316,705 1,548,888,120 -13,571,415
資産の部合計 1,626,732,039 1,685,164,226 -58,432,187 負債及び純資産の部合計 1,626,732,039 1,685,164,226 -58,432,187

資産の部 負債の部

純 資 産 の 部

第３号第１様式

令和 3年 3月31日 現在

法人単位貸借対照表

社会福祉法人　わらしべ会 
(単位：円)

当年度末 前年度末 増　　減 当年度末 前年度末 増　　減
【流動資産】 560,290,737 530,243,159 30,047,578 【流動負債】 38,347,175 76,226,914 -37,879,739
  現金預金 465,698,835 404,527,192 61,171,643   事業未払金 29,664,431 68,832,514 -39,168,083
  事業未収金 94,591,902 125,021,567 -30,429,665   その他の未払金 694,400 -694,400
  未 収 金 694,400 -694,400   1年以内返済予定設備資金借入金

  未収補助金   1年以内返済予定リース債務 2,532,744 2,532,744
  未収収益   未払費用
  貯 蔵 品   預 り 金
  立 替 金   職員預り金
  前 払 金   仮 受 金
  前払費用   賞与引当金 6,150,000 6,700,000 -550,000
  仮 払 金   その他の流動負債

  その他の流動資産

  徴収不能引当金

【固定資産】 1,066,441,302 1,154,921,067 -88,479,765 【固定負債】 53,068,159 60,049,192 -6,981,033
 （基本財産） 471,078,496 502,343,746 -31,265,250   設備資金借入金

  土　　地 24,490,422 24,490,422   リース債務 8,479,864 13,545,352 -5,065,488
  建　　物 446,588,074 477,853,324 -31,265,250   退職給付引当金 44,588,295 46,503,840 -1,915,545
 （その他固定資産） 595,362,806 652,577,321 -57,214,515   その他の固定負債

  土　　地 143,112,497 184,958,848 -41,846,351 負債の部合計 91,415,334 136,276,106 -44,860,772
  建　　物 266,139,868 274,973,356 -8,833,488
  構 築 物 227,274 232,874 -5,600 【基 本 金】 773,230,057 773,230,057
  機械及び装置 17,565,088 7,557,037 10,008,051 【国庫補助金等特別積立金】 54,726,482 52,503,245 2,223,237
  車輌運搬具 7,473,983 5,996,771 1,477,212 【その他の積立金】 97,921,451 113,921,451 -16,000,000
  器具及び備品 7,630,984 5,200,147 2,430,837   人件費積立金 59,000,000 63,000,000 -4,000,000
  有形リース資産 10,703,366 13,232,997 -2,529,631   修繕積立金 31,921,451 43,921,451 -12,000,000
  ソフトウェア   備品等購入積立金 7,000,000 7,000,000
  退職給付引当資産 44,588,295 46,503,840 -1,915,545   移行時特別積立金

  人件費積立資産 59,000,000 63,000,000 -4,000,000 　その他の積立金

  修繕費積立資産 31,921,451 43,921,451 -12,000,000 【次期繰越活動増減差額】 609,438,715 609,233,367 205,348
  備品等購入積立資産 7,000,000 7,000,000 　（うち当期活動増減差額） -15,794,652 13,564,118 -29,358,770
  移行時特別積立資産

  その他の積立資産

  差入保証金
  その他の固定資産

純資産の部合計 1,535,316,705 1,548,888,120 -13,571,415
資産の部合計 1,626,732,039 1,685,164,226 -58,432,187 負債及び純資産の部合計 1,626,732,039 1,685,164,226 -58,432,187

資産の部 負債の部

純 資 産 の 部

第３号第１様式

令和 3年 3月31日 現在

法人単位貸借対照表

社会福祉法人　わらしべ会 
(単位：円)

摘要 金額 摘要 金額

Ⅰ．資産の部
（２）その他の固定

資産
退職給付引当資産 44,588,295

１．流動資産 現金預金 465,698,835 大滝施設入所 5,811,285
本部 321,977,629 浦河施設入所 15,611,370
大滝施設入所 9,342,720 浦河生活介護 4,648,530
大滝生活介護 50,681,674 浦河短期入所 956,280
大滝短期入所 1,511,300 札幌生活介護 6,319,635
浦河施設入所 30,716,353 札幌居宅介護 6,267,900
浦河生活介護 13,394,682 札幌グループホーム 1,156,160
浦河短期入所 827,517 厚別生活介護 3,817,135
浦河支援センター 561,022 人件費積立預金 59,000,000
札幌生活介護 14,188,599 大滝施設入所 18,000,000
札幌居宅介護 7,998,301 浦河施設入所 37,000,000
札幌グループホーム 5,127,579 札幌生活介護 2,500,000
札幌短期入所 186,797 札幌居宅介護 1,500,000
厚別生活介護 9,184,662 修繕費積立預金 31,921,451

事業未収金 94,591,902 大滝施設入所 17,000,000
　　法人本部 9,000,000 浦河施設入所 9,921,451

大滝施設入所 6,043,534 厚別生活介護 5,000,000
大滝生活介護 13,295,766 備品等購入積立預金 7,000,000
大滝短期入所 17,090 大滝施設入所 3,000,000
浦河施設入所 13,737,296 浦河施設入所 4,000,000
浦河生活介護 22,709,004 その他の積立預金 0
浦河短期入所 510,700 その他の固定資産合計 595,362,806
浦河支援センター 0 固定資産合計 1,066,441,302
札幌生活介護 9,682,750 資産合計 1,626,732,039
札幌居宅介護 4,274,734 Ⅱ．負債の部 事業未払金 29,664,431
札幌グループホーム 7,248,394 １．流動負債    法人本部 0
札幌短期入所 0 大滝施設入所 6,125,144
厚別生活介護 8,072,634 大滝生活介護 10,517,709

流動資産合計 560,290,737 大滝短期入所 110,000
２．固定資産 土地 24,490,422 浦河施設入所 5,430,405

　　大滝施設入所 1,063,849 浦河生活介護 3,287,894
（１）基本財産 札幌生活介護 23,426,573 浦河短期入所 138,194

建物 浦河支援センター 72,531
大滝施設入所 95,224,902 446,588,074 札幌生活介護 2,298,188
浦河施設入所 344,129,195 札幌居宅介護 383,429
札幌生活介護 7,233,977 札幌グループホーム 840,625

基本財産合計 471,078,496 厚別生活介護 460,312
土地 143,112,497 1年以内返済リース負債 2,532,744

本部 75,714,000 札幌生活介護 2,532,744
大滝施設入所 256,666 賞与引当金 6,150,000
浦河施設入所 23,961,831 大滝施設入所 700,000

　　札幌グループホーム 25,000,000 大滝生活介護 700,000
厚別生活介護 18,180,000 浦河施設入所 1,000,000

建物 266,139,868 浦河生活介護 1,200,000
本部 148,811,174 札幌生活介護 1,200,000
大滝施設入所 4 札幌居宅介護 500,000
浦河施設入所 22,180,550 札幌グループホーム 250,000

　　札幌グループホーム 73,289,298 厚別生活介護 600,000
厚別生活介護 21,858,842 流動負債合計 38,347,175

構築物 227,274 ２．固定負債 退職給付引当金 44,588,295
大滝施設入所 8 大滝施設入所 5,811,285

　　札幌生活介護 227,266 浦河施設入所 15,611,370
機械及び装置 17,565,088 浦河生活介護 4,648,530
　　大滝施設入所 5,738,662 浦河短期入所 956,280

浦河施設入所 11,826,426 札幌生活介護 6,319,635
車輛運搬具 7,473,983 札幌居宅介護 6,267,900

大滝施設入所 133,293 札幌グループホーム 1,156,160
浦河施設入所 2,689,366 厚別生活介護 3,817,135
札幌生活介護 4,356,915 リース負債 8,479,864
札幌居宅介護 1 　　札幌生活介護 8,479,864

　　札幌グループホーム 43,738 固定負債合計 53,068,159
厚別生活介護 250,670 負債合計 91,415,334

有形リース資産 10,703,366 差引純資産 1,535,316,705
札幌生活介護 10,703,366

器具及び備品 7,630,984
大滝施設入所 972,132
浦河施設入所 6,117,044
札幌生活介護 16,038

　　札幌グループホーム 483,968
厚別生活介護 41,802

財　産　目　録
令和3年3月31日現在

内訳 内訳

（２）その他の固定
資産
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＊行事表＊ 

 大 滝 浦 河 札 幌 法 人 

6 

月 
未定 

散策（三階

滝公園） 

3 日(木) 

65 歳以上利

用者コロナ

ワクチン接

種（2 回目） 

24 日（木） 
かぼちゃ植付

（大滝） 
1 日（火） 理事会 

未定 
テイクアウト

食事会 

16 日 

（水） 
評議員会 

16 日(水) 中庭 BBQ 
16 日 

（水） 
理事会 

16 日(水) 
感染症研修

会 

16 日 

（水） 

評議員専任・

解任委員会 

7 

月 

未定 

 

流しそうめ

ん 

 

15 又は 16 日

(木又は金) 

何ン田研二

のものまね

ショー 3 日（土） 
土曜営業日・事

業所イベント 7 日（水） 
法人運営者会

議 28 日(水) 夏レク・花火 

中下旬 いちご狩り 
未定 運動会 

8 

月 

未定 

 

花火大会 

 

上旬 
スイカ割り

レク 

7 日（土） 土曜営業日 

9 日（金） 
法人運営者会

議 

10 日（火） お誕生日会 

中旬 青空喫茶 
未定 

インターン学

生（見学） 

未定 夏祭り 

９

月 
未定 未定 未定 未定 

未定 
事業所イベン

ト 
未定 監事監査 

未定 
インターン学

生（見学） 
未定 理事会 

   

編
集
後
記 

  

北
海
道
の
寒
く
厳

し
い
冬
が
終
わ
り
を
迎

え
、
暖
か
な
春
が
過
ぎ

ま
し
た
。
最
近
は
暑
く

感
じ
る
日
も
あ
り
ま
す

が
、
皆
様
い
か
が
お
過

ご
し
で
し
ょ
う
か
？
コ

ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す

が
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ま

で
五
十
日
を
き
り
、
多

く
の
国
民
が
そ
わ
そ
わ

し
て
い
る
日
々
だ
と
思

い
ま
す
。
緊
急
事
態
宣

言
が
発
令
さ
れ
、
北
海

道
に
住
む
多
く
の
方
々

が
自
粛
生
活
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
様
な
中

で
も
負
け
ず
に
利
用
者

様
、
職
員
一
同
今
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
模
索

し
実
施
し
て
い
る
し
だ

い
で
す
。 

我
慢
我
慢
の
日
々
で

は
あ
り
ま
す
が
、
皆
様

ど
う
ぞ
ご
自
愛
く
だ
さ

い
。
今
後
と
も
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。 

   編
集
職
員
一
同 

お 知 ら せ 
❁ありがとうございました❁ 

日本財団助成交付金によるリフト車輌の納車 

令和 2 年度年度末のある日、札幌わらしべ園東区事業所に日本財団様より

助成によるリフト車が納車されました。赤・黄色・緑などカラフルな「両手

を広げたイラスト」が目印です。札幌わらしべ園で使用してきた古いリフト

車が使えなくなっていた中、新しいリフト車の活用で事業所送迎、通院など、

利用者様の移動が快適になります。助成いただいた日本財団様に感謝申し上

げます。 

げます。 

   

  札幌わらしべ園苗穂事業所 地域のミニ図書館に本をご寄贈頂きました。 

        近藤 寿美子 様 

皆様の温かなご支援ありがとうございました。 


